
軽減につながるものと思います．また，それだけでなく，身の回りの地質や地形を知ることは，日常的

な生活の豊かさにもつながることではないでしょうか． 
土砂災害の危険性のある地域への生活圏の拡大は，広島に限らずたくさんの都市近郊で起こっており，

日本で最大の平野である関東平野でも同様の状況にあります．日本の国土自体は決して狭くないのです

が，その 7 割が山間地ということから，人間の生活圏は必然的に山間地あるいは山と隣り合う地域にな

っています．また，今回の広島豪雨のように，近年極めて狭い範囲に強烈な降雨があって，そこにだけ

甚大な土砂災害発生することが頻発しています．今回の災害は，広島だけの問題ではないことを多くの

人に理解していただきたく思います． 
 （平成２７年２月２１日開催の広島災害調査報告会の配布資料より転載） 

 

 

報告書刊行にあたっての補足 

 

 ２月に広島市で開催した報告会では会場がほぼ満員の１２０名以上の参加者を迎え成功裏に終えるこ

とができました。報告会では８件の報告が行なわれ、質疑も活発に行なわれました。報告会の成果をよ

り多くの方に伝えていくとともに、その知見を後世にも残しておくために報告書としてまとめることと

しました。この報告書には報告会での発表者に加え数件の報告も掲載しています。さらに、地形学の世

界的権威である中央大学名誉教授の鈴木隆介先生からの特別寄稿をお願いしたところ、快く引き受けて

いただき特別寄稿として掲載することができました。また、災害調査時点では被災地域の地質図は互い

に整合性のない３地域に分割されていましたが、今年の地質学雑誌に産業技術総合研究所の斎藤眞さん

を筆頭著者にした被災地域の地質図が公表されました。そこで、斎藤さんのご厚意によってその図のカ

ラー版を口絵に転載させていただくことができました。合わせて感謝申し上げます。 

最後になりましたが、災害調査報告会への後援をいただいた国土交通省中国地方整備局、広島県、広

島市、ならびに協賛いただいた中国地質調査業協会に対して厚くお礼と感謝を申し上げます。さらには

調査報告会に向けて様々なご援助、ご協力をいただいた関係者の方々にも合わせて御礼を申し上げます。 

 （調査団副団長 井口 隆） 

 広島大規模土砂災害調査団報告書 
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表紙写真  写真上：ホルンフェルス地域の谷からの土石流堆と被災した民家 
      写真下：八木４丁目（阿武の里）ホルンフェルス地帯の急こう配の土石流堆積物 
 
裏表紙写真 写真左上：谷の出口付近における住宅の破壊状況（本文 p.11 の写真-11） 
      写真右上：ホルンフェルスの谷から出た土石流による被災状況 

写真左中：可部地区の古期土石流堆積物（本文 p.74 の写真-5.3） 
      写真右中：蛇王池の碑周辺の空中写真抜粋（平成 26 年 8 月 20 日国土地理院撮影） 
      最下段図：治水地形分類図における史跡の位置（本文 p.15 小笠原報告の図－5 より） 
 


